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DOCAVE NOTES/DOMINO 移行
FOR MICROSOFT® SHAREPOINT®

IBM® Lotus Notes/Domino から Microsoft SharePoint Server および 
SharePoint Online へ、組織内のコンテンツを迅速に統合します。

ビジネス上の利点:

Lotus Notes に存在するコンテン
ツを、高速で実行できる完全忠実
な移行で効率よく SharePoint に
一点集約させることにより、すべての
移行コンテンツの外見とパフォーマン
スを Lotus Notes と同様に保つこ
とができます。

効率のよい移行 通常業務への影響
低減 

カスタマイズ可能なコンテンツ / ファイ
ル サイズ フィルターを使用して、
Lotus Notes 内コンテンツの整理
および再構築を行うことができます。
これにより、ビジネス ニーズに沿った
ムダのない SharePoint レポジトリ
を形成することが可能になります。コ
ンテンツやメタデータ、権限などを、関
連する SharePoint アイテムへと
マッピングします。

ライブモードおよびスケジューリング機
能を使用して、最小単位またはコン
テンツ一括で移行できるため、管理
者はビジネス ニーズやタイムラインに
合わせて移行ジョブを計画できるよう
になり、本番環境を稼働させる為の
影響を最小限に抑えることができま
す。

フレキシブルな
移行作業と
スケジュール設定

DocAve Notes/Domino 移行を使用することで、IT 管理者は Lotus Notes 内コンテンツを 
SharePoint 2016/2013/SharePoint Online に統合する作業を自動化し、エンド ユーザーへの
影響を最小限に抑えることができます。SharePoint の持つ強力なソーシャル コラボレーション、検索、ド
キュメント管理などの機能を活用することにより、レガシー化した Lotus Notes コンテンツから価値を引
き出すことが可能になります。 

SharePoint への移行を簡単に
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管理者ロールに合わせて移行プランの管理を割り当てます。

作業前に移行元環境内のコンテンツをスキャンして移行範囲を指定し、マッピングの必要な禁則文字・ユーザー権限・ユーザー名・ユー
ザー ドメインなどの Notes の要素を検出することで、SharePoint Server や SharePoint Online への移行を正しく実行します。

コンテンツの最小単位で指定可能な選択機能とコンテンツ プロパティに基づいてカスタム可能なフィルター オプションにより、ディスカッショ
ン・ドキュメント・メモ・ジャーナル エントリ・チーム ステータス・メール・個人ステータス レポート・通知・メイン トピック・返答および返答への
返答・ルール・ステーショナリ・Lotus SmartSuites・連絡先などのコンテンツからビジネス ニーズに合わせて移行対象を選択できます。
移行プランの構成を目的としたテストの実行も可能です。

移行作業の実行中に、移行先 SharePoint ライブラリのフィールド値に基づき、入れ子型もしくは並行型のフォルダーを作成します。

まず完全移行を行い、さらに増分移行を引き続き実行するという形をとることでネットワーク帯域リソースを最適化し、最終移行ジョブ
以降に更新のあったコンテンツのみを移行することができます。 

既存サイトへの移行はもちろん、移行作業に合わせて新規サイトを作成することも可能です。 

カスタム マッピング機能を使用してセキュリティ設定、属性、プロパティなどのメタデータをすべて完全忠実に保持、Lotus Notes エレメ
ントへの適切な参照や Managed Metadata などの SharePoint フィーチャーの活用が可能になります。

既定のインターフェイスを元に動的ルールを作成可能であるため、マッピングやフィルター ポリシーを、自組織のビジネス ニーズにあわせて
カスタマイズすることができるほか、移行先に存在しない管理されたメタデータを作成することもできます。

ユーザーが定義したセット パスに準拠して、移行元メタデータを、Managed Metadata Service 配下の入れ子状用語として移行
することが可能です。 

既存ネットワークのオンライン・オフライン状態を問わず、ファイアウォール間での安全なデータ移行が可能です。

カスタム可能なスケジュール機能により移行元環境と移行先環境の同期を維持し、移行プロジェクトに伴うビジネスへの悪影響を最小
限に抑えます。

技術概要

その他ご希望の方はお問い合わせください。

クリックするだけの簡単な操作で、SharePoint への移行を実行します。
本リリースで新たに追加される機能の一覧については、DocAve 6.8 リリース ノート をご参照ください。 

https://www.avepoint.co.jp/assets/pdf/product_updates/DocAve_6_SP8_Release_Notes.pdf

